
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

化
石
＆
岩
石
展

【
日
時
】
６
月
７
日
（
日
）
～

７
月
26
日
（
日
）

【
開
館
時
間
】

９
時
～
16
時
30
分

【
場
所
】
県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林

公
園
（
土
佐
山
田
町
平
山
）

【
入
館
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
甫
喜
ヶ
峰

森
林
公
園
管
理
事
務
所

☎
57
・
９
０
０
７

◆
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
は
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
日
用

品
や
本
、
洋
服
、
遊
ば
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
。
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
19
日
（
日
）

　

10
時
～
14
時

【
場
所
】
県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林

公
園
（
土
佐
山
田
町
平
山
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
甫
喜
ヶ
峰

森
林
公
園
管
理
事
務
所

☎
57
・
９
０
０
７

◆
森
の
音
楽
会　
　
　

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
楽
団
に
よ
る

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
が
楽
し
め
ま
す
。

【
曲
目
】
ジ
ブ
リ
・
デ
ィ
ズ
ニ

ー
・
童
謡
な
ど

【
日
時
】

６
月
28
日
（
日
）
14
時
～

【
場
所
】
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー

情
報
交
流
館
（
土
佐
山
田
町
大

平
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
森
林
総
合

セ
ン
タ
ー　

☎
52

・

０
０
８
７

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　　
(山田高校マンガ部)

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

◆
９
月
号
の
感
想

（
第
53
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

土
佐
山
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
落
成
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
最

新
設
備
で
、
働
く
人
に
と
っ
て

も
良
い
環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
素
敵
な

給
食
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

土
佐
山
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
新
し
く
な
り
、
試
食
も
可
能
。

早
速
申
し
込
ま
ね
ば･･･

と
思
い

ま
し
た
が
、
５
人
以
上
が
対
象

と
の
こ
と
。
懐
か
し
い
給
食
メ

ニ
ュ
ー
試
食
の
た
め
、
人
集
め

か
ら
頑
張
ろ
う
と
心
に
決
め
た

記
事
で
し
た
。

◆
10
月
号
の
感
想

（
第
54
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

豪
雨
災
害
特
集
が
非
常
に
タ
イ

ム
リ
ー
で
と
て
も
良
か
っ
た
。

真
剣
に
読
み
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

10
月
８
～
９
日
に
、
大
栃
小
学

校
で
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
、

５
年
生
に
な
る
三
男
が
参
加
。

夏
休
み
に
は
危
険
箇
所
を
近
所

の
方
に
聞
い
て
回
る
宿
題
も
あ

り
、
災
害
に
備
え
る
意
識
が
大

切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

▼
「
芸
能
人
は
歯
が
命
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
歯
の
機
能
は
噛
む
こ
と

だ
け
で
な
く
、
話
を
す
る
こ
と

や
歌
う
こ
と
、
顔
の
表
情
な
ど

に
も
影
響
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

今
月
号
で
は
、
『
健
康
の
は
じ

め
の
一
歩
は
お
口
か
ら
』
と
い

う
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
歯
で
食
事
を
す
る
こ
と

は
、
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

生
活
の
潤
い
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
「
一
般
人
で
も
歯
は
命
」
。

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
小
松
）

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

た
だ
い
ま

親実らとともに「家督は親忠に

譲るべきだ」と諫言して、切腹

を命じられている。

　親忠は、関ヶ原の戦いで徳川

方についた藤堂高虎らと親しか

った。この縁があって、山内氏

入国後、親忠の墓の北にあった

霊巌寺を孝山寺と改めた（親忠

の戒名である孝山宗筝居士に由来する）。

　年月は流れ、貞享３年（１６８６）春、孝山寺は

荒廃し寄進田もわずかとなっていた。住僧尭宗は、

有志を募って墓所に五輪塔を造立し、影像※を津

野権現と称して奉った。その後継僧尭盛は、遺志

を継いで元禄１２年（１６９９）１２月、親忠没後

百年祭儀を行った。五輪塔は高さ１２０㌢、『地

水火風空』の文字が四方に梵字で刻まれている。

　津野神社の東、約２００㍍の位置に岩村城跡が

ある。さらにこの付近には、神奈地祇神社、霊巌

寺、兼蔵寺、生

蓮寺、神通寺な

どが密集してお

り、この地区の

中世の繁栄をし

のばせている。 

（香美史談会）

※絵や彫刻に表し

た人や神仏の姿。

　岩村の神通寺地区にある

津野神社の境内に『津野親

忠の墓所』があり、県指定

史跡になっている。

　津野神社に香美市教育委

員会が建てている案内板に

は、「親忠は長宗我部元親

の三男で、高岡郡半山城主

津野勝興の養子となり名君

といわれた。元親の長男信親が豊後国（大分県）

戸次川の戦いで戦死したので、家督相続問題が起

こったが、土佐の国主が四男盛親に決定してから

も元親の疑いを受け、岩村の霊巌寺に幽閉された。

慶長５年（１６００）９月、国主の座を追われるこ

とを恐れた盛親によって切腹させられた。親忠は

２９歳であった。遺骸は神社本殿の下に永遠の眠

りを続けている」とある。

　天正１３年（１５８５）、豊臣秀吉の四国征伐に長

宗我部氏は降り、

人質として京都に

向かった親忠の供

として、比江山掃

部助親興が同行し

たと言われる。跡

継ぎ問題では、こ

の親興が元親に対

し、弘岡城主吉良

はやま

かんげん

へつぎがわ

れいがんじ

ぎょうしゅう

ぎょうせい

ひ え や ま か

こうざんしゅうそうこじ

▲津野神社

▲五輪塔

No.９７

香美史

記訪探

第7１回
津野親忠

（土佐山田町神通寺）　

２６Kami

掲　

示　

板

美
市
に
来
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

桜
が
満
開
で
し
た
。
香
美
市
の

桜
並
木
や
山
、
川
の
写
真
を
た

く
さ
ん
撮
影
で
き
ま
し
た
。

　

香
美
市
に
は
き
れ
い
な
滝
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
行

っ
て
み
た
い
で
す
。
サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
き
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
山
田
祭

り
、
山
田
太
鼓
、
鳴
子
踊
り
も

楽
し
み
で
す
。
香
美
市
は
景
色

が
良
く
、
静
か
で
す
か
ら
、
勉

強
に
い
い
環
境
で
す
。
日
曜
市

に
行
っ
て
野
菜
や
し
い
た
け
、

も
ち
、
ぶ
ん
た
ん
な
ど
を
見
て

選
ん
で
買
う
の
は
面
白
い
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
３
年
間
香
美

市
に
い
ま
す
。
日
本
の
喫
茶
店

文
化
を
極
め
る
の
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
、
香
美
市
の
喫
茶
店

巡
り
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
は
レ
ッ
ク
で
す
。

　

今
年
の
４
月
に
香
美
市
に
来

ま
し
た
。
タ
イ
の
大
学
で
ナ
ノ

材
料
に
つ
い
て
勉
強
し
、
修
士

論
文
を
書
き
ま
し
た
。
ナ
ノ
材

料
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を

続
け
た
い
と
思
い
、
高
知
工
科

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に

応
募
し
ま
し
た
。
ナ
ノ
材
料
に

つ
い
て
の
研
究
は
と
て
も
面
白

い
し
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

将
来
的
な
応
用
の
範
囲
も
広
く
、

例
え
ば
医
療
や
紫

外
線
対
策
、
水
処

理
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
貯
蔵
な
ど

な
ど
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

私
は
自
然
が
好

き
な
の
で
、
趣
味

は
旅
行
と
も
言
え

ま
す
。
写
真
を
よ

く
撮
り
ま
す
。
香

ド
ュ
リ
ヤ
サ
ー
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
ッ
ク
フ
ァ
ン

（
通
称
レ
ッ
ク
）

タ
イ
／
バ
ン
コ
ク

２６Kami２７ Kami

か

もんのすけ

　
(山 高校 ガ部)

香
美

ド
ュ
リ
ヤ

の東、約２００㍍の位置に岩

にこの付近には、神奈地祇神

、

寺

て

区

をし

る。 

会）

表し

姿。

生

寺な

てお

区の

神通寺公会堂

五
輪
塔

津
野
神
社

県道前浜植野線

岩
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●

●

●
●

桜
の
前
で
友
人
た
ち
と
ハ
イ
チ
ー
ズ
！
（
右
端
が
レ
ッ
ク
さ
ん
）
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